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新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 対 策 は 一 人 ひ と り の 行 動 か ら 

 
手を洗おう・換気しよう・人混みを避けよう・離れよう 

 かわごえ環境ネットロゴも枠を開けて、「時の鐘」と「葉」の距離を取って行動を啓発します。

最新情報は、①首相官邸、②埼玉県、③川越市の新型コロナウイルスに関する情報、④かわご

え環境ネットの最新情報はホームページをご覧ください（スマートフォン対応）。 
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【コラム】川越の自然をたずねて（84）シジュウカラ今昔

 
2 月 10 日に掛けた巣箱に早速下見に来ました 

 今年も恒例のシジュウカラ用の巣箱の点検掃

除があり、リニューアルされたものも見られ、

今年も鳥たちにもがんばってもらいたいと思い

ます。このコーナーの主旨にはそぐわない内容

になるかもしれませんがお許しください。 
 「（仮称）川越市森林公園」計画地の保全作業

に私も参加していますが、森で感じたことを書

いてみました。 
 野鳥の数が地球規模で減少していることは周

知のことですが、この森の野鳥も昔に比べれば

大きく減ってしまいました。以下、私の独断と

偏見で話を進めます。ここではシジュウカラを

取り上げました。シジュウカラは、一般な野鳥

でありこの森の主であります。そこで、彼らが

住まいとしているこの森は彼らにとって快適か、

それとも不適かを検証してみたいと思います。 
 大きく分けて二つのことに思い当たります。 
●まず一つは樹木相が不健康になっていると思

われることです。例えばコナラの樹高が高過ぎ

てシジュウカラには不向きと思われるからです。

林床での採餌のとき、上位鳥から襲撃を受けた

場合、それは横方向が多いですから、上方向へ

逃げるのが普通ですが、逃げ込む枝や葉がそば

にない、枝が高過ぎるようです。 
 また、シジュウカラは間もなく繁殖期を迎え、

4 月の中旬ころヒナを連れたファミリー群が林

内を飛び交いますが、近年はヒナの声が聞こえ

ません。ファミリーが減っているのが主な原因

ですが、そもそも枝の高いコナラ林には寄り付

かないようです。ヒナに食事の方法を教える期

間は低い枝が普通で、高いところを利用するの

は避難のときだけです。以前、ヒナの鳴声や姿

を確認出来たのは、コナラの枝が低かったころ

ではなかったかと思い出しています。 
 一方、巣箱の設置はシジュウカラの繁殖に貢

献していることに間違いありません。彼らは大

歓迎でしょう。元々コナラ林の他の樹種を含め

ても自然の樹洞が少なく、昔、鳥数が多かった

ころは“住宅難”の時代でもあり、空き缶やブ

ロック塀の穴または住宅の郵便受け等がよく利

用されました。それに比べれば、巣箱は高級住

宅（？）であり、雨風を防げてしかもヘビの被

害もほとんどなく、安全です。以上、シジュウ

カラからみた今のコナラ林の住み心地について

ちょっとだけ触れてみました。 
 この森は戦後 75 年間、萌芽更新はなかった

と聞きます。20 年ぐらい前、民有地の一角に空

が見えるぽっかりと空いた空間（ギャップ）が

ありました。地主さんが 10 数本の背丈ほどの

コナラの苗を植えました。日照を浴びて育ち、

今では中木ほどになり、幹径に差はありますが

大きいものは 20cm、樹高 7～8m に成長してい

ます。コナラは日当たりの良いところが好きな

ようです。 
●次は二つ目です。この森のシジュウカラをは

じめとする野鳥たちの生活が基本的に変わり、

快適さの向上につながる方法であります。それ

は水場を設置することです。当森林は計画地の

周囲を含め 50ha の面積を有しますが、近くには

沼も川も有りません。鳥は飛ぶことができるの

で、川があれば離れていても問題ないという考

え方もありますが、それには異論があります。 
 野鳥の生活に水は必要で、利用頻度は高いは

ずです。野鳥は飲むだけでなく寄生虫対策のた

め水浴びもします。水場に慣れることは大事で

あり、林内にあることで気軽に家族や仲間が利

用できます。野鳥は連れ立って水場に来ます。
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これは安全をお互いに確認することに役立って

いるようです。また、水場があれば集まりやす

くなり、それだけのために飛来するものもいる

はずです。にぎやかさも増し、数も増えるでし

ょう。今、ここでは設置場所、水源、維持管理

等についてはあえて触れません。水場が必要か

否かを考えていただければ十分です。 
 山林を管理する森林業界というのがあります

が、その政策の中で「あらゆる森林地域に豊か

な鳥類群集を維持すること」とあり、「両者は共

存しなければならない。林業は材を育てるだけ

でなく野鳥を含めた生物と共存しなければなら

ない。野鳥に退治される害虫も多く、自然に生

えてくる有用木もある」と。さらに「山林は人

間に恵みをもたらす場所」と言っています。参

考になります。 
 我々も計画地の保全作業を通じ、野鳥が落と

してくれたかも知れない落葉樹の幼木を優先し

て保存しています。永いスパンで森の生物多様

化の充実に心がけていきたいと思います。 
 最後に水場の当面の効用として考えられるこ

とを条書きしてみました。 
●野鳥学習に有益：特に子どもたちが鳥や自然

について学習しやすい。公益的機能。 
●観察会の充実：野鳥の観察機会が多くなり、

観察の質が高まる。継続的記録可能。 
●野鳥の飛来数が増え、森の生物多様性改善に

つながる。 
●自然に対する認識が高まり、調査や研究の足

がかりになる。 
 参考までに申し述べますが、昔（約 20 年前）、

別団体でこの林の一角（個人所有）に水場を設

置しました。詳細は省きますが、水場が完成し

運用開始して間もないころ、先方の都合で使え

なくなりました。場所も水場もそのままで、落

ち葉の下に今も眠っています。 （稗島英憲）

【コラム】社会環境部会からの提言（15） 
20年越しのごみ出しルール違反が、アイデアで劇的に解決

 
7 月ごろから分別しないで出す人が 

 
2 メートル横にネット移して解決 

昨年 10月のコラムで嘆いたごみ問題解決 
 本紙 2019 年 10 月号（No.156）のコラムで、

川越駅東口に向かうメイン通りの菅原町 3番地

のごみ収集所のマナーが依然として改善されな

い実態を嘆き、貴重な紙面を借りて下記のよう

に問題提起しました。 
環境フォーラムで発表 
 まちなかのポイ捨てごみ拾いを続けて 20 年、

合わせて、ごみの不法投棄などの解消への活動

を続けてきました。その中で、川越駅東口の川

越街道交差点手前の菅原町 3番地、駐車場横の

家庭用ごみ収集場が、永年の間、いつもごみが

残り、きれいになっていませんでした。川越市

議会副議長までした人が自治会長としてごみ出

しの正常化に努めましたがダメで、ごみの無い

日はありませんでした。環境推進員協議会の副
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会長をした町内の人も、市の部署にたびたび対

策を要望し、ごみ出しの啓発看板等を付けたり

と努力しましたが解決しませんでした。この実

情と解決への活動を「ごみはごみを呼ぶ」と題

して、かわごえ環境フォーラムなどで発表しま

した。 
ルール違反のごみは出しっぱなし 
 ごみ出しのルール違反をやるのは、近くの小

飲食店や外国人などらしいとは推察されても、

実際の現場を確認しないと対応が取れません。 
ごみはごみを呼ぶ・片づけ第一 
 この悪循環を断ち切るには、赤いシールが貼

られたゴミでも片づけなければなりません。幸

い、隣の法律事務所で、自社ビルの裏に、一時

的に隠すことを了解してくれました。毎日、こ

の 3番地前を通ってポイ捨てごみがあれば、隣

のビル裏に隠し、黄色のごみ散乱防止ネットを

塀にかけて道路をきれいにする活動をこの 2 年

続けました。 
暗転！7月からルール違反のごみ出し連続 
 しかし、この 7 月初めから、可燃ごみを出す

日に、分別しないで缶やペットボトルなどが入

った大きな袋が 3 つくらい出されるようになり

ました。8 月上旬に、町内の環境推進員 3名と、

朝早く 5時から見張りに現場に向かいましたが、

すでに 2袋が出されていました。誰が出したの

か！それからは、毎回違反シールの貼られたご

み袋が残されています。対策は次回に報告と。 
ごみ出し場所を電柱陰から 2m横へ移転 
 自治会長と環境推進員が地元と話し合いのう

ちに浮かんだ対策が、ごみ出しの場所を 2m 横

に動かし、今までの電柱下の場所を止めました。

黄色いネットも架け替えて、右の写真のように

収集後は必ず塀にきれいに架けるようにしまし

た。11 月から試行してみましたが、何回か元の

電柱下にポイ捨てされたこともありましたが、

すぐ撤去、12 月からはポイ捨てごみや、ルール

違反のごみ出しも見られなくなりました。 
3か月経ってもきれいな状態が続いている 
 年末から新年までの 1週間、ごみのないきれ

いな菅原町 3番地が続いています。地元自治会

と環境推進員のアイデアと努力で 20 年越しの

課題が解決したようです。あとは、川越駅東口

に近い 2 か所のごみ収集所の放置問題です。 
近くの交番とも連携してきれいな東口に 
 きれいな小江戸川越のためにも、市民と行政

連携してポイ捨て防止の声を広めたいものです。 
（武田侃蔵） 

【コラム】川越の「宝」をたずねて（10）
 コラム“川越の「宝」をたずねて”は、かわ

ごえカフェ 2019 のテーマ、「川越（と周辺地域）

の宝を掘りおこそう」で参加者の皆さんと作成

した“川越のお宝マップ”の地点を紹介してい

くコラムです。 
今月のお宝紹介は、「川越水上公園」 
 1989 年（平成元年）7 月に開園した川越水上

公園は、40ヘクタール近くの広さがあり、県営

のプールの他、テニスコートやフットサルコー

ト、バーベキュー広場やドッグラン、ボート池、

芝生広場などがあり、多くの市民でいつもにぎ

わっています。その公園内には、桜並木をはじ

めコブシやケヤキといった樹木、メタセコイア

の並木があるボート池にはカルガモやカワセミ

の姿が 1 年を通して観ることができ、冬期には

マガモ、コガモなどが群れをなして飛来するな

ど、鳥の観察も楽しめる公園です。 
 中でも公園奥になる土手を越えた入間川の河

川敷には、河畔林と草原が広がってて、河畔林

の土手に近いところには、エノキ（約 450本）

やクヌギ（約 300本）、ハリエンジュ（約 200本）

を中心とした高木、ニワトコ、ウツギ、マユミ

などの低木で構成されており、水辺に近い所に

は、アカメヤナギやオニグルミなど冠水にも耐

える樹木が多く見られます。河畔林の林床や草

原には、ヤマエンゴサクやヒメオドリコソウな

ど丈の低い草花が群生しています。夏から秋に

かけては、キツネノカミソリヒガンバナも見ら
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れますので、整備されている遊歩道を散策しな

がら自然観察を楽しんでみてはいかがでしょう

か。 
 川越水上公園は、川越市の市街地から西へ約

2 ㎞、入間川の右岸、初雁橋から関越自動車道

路の間に位置しています。 
 JR 川越線「西川越駅」から南西へ徒歩 15 分

と、徒歩でも行くことができる身近な公園です。 
（文：飯島希、写真：2020.3.25小瀬博之） 

川越水上公園公式ホームページ 
所在地：川越市大字池辺 880 

http://www.parks.or.jp/kawagoesuijo 

 
川越の「宝」全データの KMLファイル（ダウン
ロード） 

 
参考文献 
川越の自然－雑木林・河川・湧水・社寺林を訪ねて－」

かわごえ環境ネット（2011）

 
池沿いのメタセコイアと 

堤防沿いのソメイヨシノ並木 

 
入間川右岸の自然林遊歩道 

エノキとクヌギが中心の河畔林 

 
自然林遊歩道沿いに咲く 

ヤマエンゴサク 

 
川越水上公園（川越公園）周辺の川越の「宝」マップ（国土地理院の電子地形図（タイル）に地点を追記して掲載）

【報告】かわごえ環境ネットの活動 
川越の樹林地だより（7）池辺公園・「（仮称）川越市森林公園」計画地
 今年の冬は異常に暖かく、霜柱を踏みしめる

こともなく、野外の水道もほとんど氷ることは

ありませんでした。私たちが日ごろボランティ

アに出向いている樹林地でも、植物たちは早め

でした。池辺公園では、北国でも開花の早いア

ズマイチゲが、今年は 2 月 19 日に確認できま

した。例年ですと 2 月下旬なので 10 日くらい

早い開花です。しかも今年は、例年になく開花
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数が多く 30 を数えました。たまたま訪れてい

た家族連れにご案内するととても喜ばれました。 
 また、この時期キツネノカミソリが葉を展開

します。その株数をカウントしましたが、1200
ほどあり、次第に増えています。この葉は、1 か

月ほどで枯れて、夏に花だけが姿を見せます。

池辺公園ではアマナも群落になっています。離

れた場所に年々増えていくのが不思議です。今

年は、このアマナもずいぶん多く開花しました。

スプリングエフェメラルですので、1 ヶ月ほど

で跡形もなくなります。 
 「（仮称）川越市森林公園」計画地（川森）も

3 月初旬には春の使者、ウグイスカグラ、シュ

ンランが花盛りでした。アカシデは明らかに赤

い雄花を展開し、樹冠が赤く見えます。クヌギ

も黄土色の雄花が見えます。これから次々と新

芽が出て、雑木林は一気に春の気配になります。

今年は、ヤマザクラももう 3 月中には開花し、

この記事が届くころは葉桜でしょうか。写真は

昨年 4 月 7日です。（自然環境部会 賀登環）

 
池辺公園 アズマイチゲ 

 
池辺公園 キツネノカミソリ調査 

 
池辺公園 アマナの群落 

 
池辺公園 アマナの花 

 
川森のウグイスカグラ 

 
川森 シュンラン 

 
川森のヤマザクラ（2019 年 4 月 7 日） 

 
川森の手入れメンバー 

 
◆かわごえ環境ネット会員募集 かわごえ環境ネットでは随時会員を募集していま

す。4 月からの年会費制ですので、今が一番のお得です。会員になると、本紙「月刊

かわごえ環境ネット」などの情報を毎月郵送とメールでお送りします。また、委員会

活動、研修行事に参加できます。仲間も作れます。年会費は個人会員 1,000円、団体

会員 2,000円です。 
 詳細は、かわごえ環境ネット事務局か Webサイト（https://kawagoekankyo.net）へ。 
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【報告】会員・流域の活動 
田んぼプロジェクト 2020始動！/ビオトープ造成工事のその後/マコモの株拾い 
 NPO法人かわごえ里山イニシアチブ

【1】田んぼプロジェクト 2020始動! 
 私たちの活動の中核となる、無農薬無化学肥

料栽培での『生きもの育む田んぼプロジェクト』

が今年もスタートいたしました。川越市福田地

区での 4 反の田んぼの稲を、農園主・高梨農園

さんの協力を仰ぎながらプロジェクト会員の手

で大切に育てていきます。 
 3 月上旬より苗を育てるための本格的な準備

作業がスタート致しました。育苗用の田んぼを

耕起して水を入れ、代掻きを行って苗箱を並べ

るための苗代を作っていきます。この日は、前

日の陽気から一転したみぞれ交じりの冷たい雨

の中、農園主と田んぼ女子がトラクターを駆っ

て代掻き作業を急ピッチで行いました（写真①）。 
 今年度の募集チラシも完成し、今後 4 月末に

かけて私たちと一緒にこのお米つくりを担って

いただけるプロジェクト会員を募って参ります。 
 みなさんも私たちと一緒に安心安全でおいし

いお米作りに参加しませんか？ 
【2】ビオトープ造成工事のその後 
 本紙 3 月号でも報告させていただいたビオト

ープエリアの造成工事を 3 月も週末中心に進め

ていきました。先月施工のアドバイスをいただ

いた杉並区のビオトープグループの方の助言に

基づき、一律だった水深と水際の形状に緩やか

な変化を持たせ、より多様な生き物が住み着き

やすい様に少しずつ手を加えていっております。 
 となりの田んぼに水が漏れないようにするた

めの畦板も設置し、固定のための杭も田んぼや

野鳥の止まり木となるよう、長さにも変化を持

たせて設置しています。 
 この原稿を書いている後の 3 月下旬ごろには

湛水を始め、4 月 4 日（土）地域の掘りさらい

に合わせて水生動物たちの救出とお引越し作戦

を実施し、本格的なビオトープの運用を始めま

す（編者注：水生動物たちの救出とお引越し作

戦は中止となりました）。 
 また、今後ビオトープ横の広場エリアにはパ

ーゴラや花壇を設置して、地元の方々の憩いの

場となる公園として整備していく予定です。 
【3】マコモ田んぼの株ひろい 
 お米つくりと並び、私たちの活動のもう片輪

となるマコモ作りについても、今年の栽培に向

けての作業が始まりました。昨年度の頑丈な株

が眠るマコモ田んぼをトラクターで粗く耕し、

地表に顔を出した株を集めて株分けし、田んぼ

横の用水路で芽出しを行う作業です。 
 今年度からマコモの作付面積を増やし、栽培

方法やマコモ文化を学べる「マコモオーナー制

度（仮称）」も導入すべく現在準備を進めていま

す。来月号あたりには詳細をご紹介できるか

な・・・？ ご期待ください！ （藤岡重歳）

 
①苗床代かき作業 

 
②造成したビオトープ 

 
③マコモの株拾い



月刊 かわごえ環境ネット 2020 年 4 月号 No.162 

- 8 - 

令和元年度川の再生交流会「川の国埼玉からプラスチックごみゼロへ」

 
基調講演や活動報告で 

 
川越女子高校の生物調査発表 

 
星野高校の河川環境活動報告

 毎年 2 月の第 1 土曜日に、埼玉県主催で開かれ

る「川の再生交流会」が、今年も 2 月 1 日にさい

たま市民会館うらわで約450人の参加で開かれま

した。午前の全体会は基調講演と2件の活動報告、

昼休みにはポスターセッション、午後は 6 つの分

科会が行われました。 
 基調講演は、地球規模で問題となっているマイ

クロプラスチック問題について、東京理科大学の

二瓶泰雄教授が豊富な資料をもとに「陸域～河川

～海域のマイクロプラスチックの動態」の題で多

角的な視点からの講義がありました。びん、かん、

発泡スチロール、ストロー、ライター、注射針、

プラスチック破片などのさまざまなごみが画面

いっぱいに映し出されました。さらに、ウミガメ

や水鳥の哀れな姿に海洋生物への危機を目の当

たりにしました。この原因として、プラスチック

ごみのリサイクルが破たんした背景、河川水と下

水のマイクロプラスチックの比較、合成繊維、路

上の多様なプラスチックごみの調査結果などを

紹介しながら、今後の対策への指針を示しました。 
 次いで、綾瀬川の清掃を続けている草加パドラ

ーズと獨協大学米山ゼミの活動報告がありまし

た。「綾瀬川は 5 年前よりはだいぶきれいになっ

てきた」と、小学生も含めた市民参加の成果が参

加者の拍手を呼びました。 
 昼休みには、1階ロビーで、38団体の活動報告

のパネルが展示され、各団体の説明と質問の輪が

できました。川越からは、川越女子高校生物部の

「新河岸川周辺の河川における外来生物、カワリ

ヌマエビ属・在来ヌカエビの生態研究」と題した

パネル展示があり、生徒らが説明に当たっていま

した。また、星野高校社会福祉部の「赤間川清掃

活動及びプラごみ削減活動事業」の報告もパネル

を前に生徒が行いました。 
 午後は次の 6 つの分科会が開かれました。 
▽第 1分科会：河川文化 基調講演のあと、埼玉

県は、川魚の食文化、舟運、河川景観などの河川

文化促進について 4班に分かれて討議。 
▽第 2分科会：水質改善 河川を汚している原因

とその対策及び行政との連携、正しい水質測定と

支川・排水路の水質改善、下水・浄化槽の維持管

理マナーの向上などを話し合いました。 
▽第 3分科会：水辺の生物 最初に、共通のテー

マであるマイクロプラスチック問題で話し合い、

ついで、5班に分かれて身近な水辺の生物につい

て、魚類・両生類・昆虫・鳥類と幅広く継続観察

することを期待した討論でした。 
▽第 4分科会：豊かな水辺空間づくり ①景観・

遊び・体験②自然と安全性の調和③市民の連携④

水源の保全・復活の 4 グループに分かれて 19団
体の代表が参加して討議を深め、市民団体と行政、

教育、企業との連携を強め、若い世代の参画を求

める声をまとめました。 
▽第 5分科会：環境学習 プラスチックごみの分

類とその特性についてと、黒目川での環境学習に

ついての事例報告のあと、4 グループに分かれて

話し合いを行いました。高校生から 60 歳以上の

人に赤ちゃんを加えた広い世代が参加して環境

学習のアイデアを出しあいました。 
▽第 6分科会：川と水害 最初に海洋ごみ問題を

討議、続いて富士見市・関東東北豪雨・加須市の

災害事例で教訓を得ました。（武田侃蔵）
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『東洋大学「こもれびの森」植物図鑑』 小瀬研究室（こもれびの森・里山支援隊）

 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、東

洋大学では行事の自粛、学生の課外活動の自粛

が表明され、3 月 7 日に予定されていた里山林

保全活動が中止となりました。今後も学生とは

インターネットを介した講義を展開することに

なり、学生は通学しない状況が続くこともあり、

活動については非公開で実施させていただきま

す。何とぞご了承ください。 
 さて、このような状況の中ですが、『東洋大学

「こもれびの森」植物図鑑』を発行しました。 

 この小冊子は、2019 年度東洋大学総合情報学

部の卒業研究・制作の一環で卒業生の勝又美友

さんが制作したものです。「こもれびの森」に生

育している植物は少なくとも 300種以上に及び

ますが、その中でも特徴的なものを 20種選定し、

ボタニカルアートの手法を用いて紹介していま

す。PDF版を公開していますのでぜひお読みい

ただき、「こもれびの森」をはじめとした森林の

保全や自然保護について興味、関心を持ってく

ださい。           （小瀬博之）

 
表紙 

 
シュンラン 

 
タチシオデ 

【報告】理事会・専門委員会

理事会・事業運営委員会

 3 月 18 日（水）9:00-10:20 に第 12回事業運営

委員会を、10:20-12:10 に第 12 回理事会を福田

ビル 3階会議室において開催しました。一括し

て主要な議事内容等を報告します。 

（1）今年度の事業状況及び次年度の事業計画
について 
 今年度の事業状況及び次年度の事業計画につ

いて、各専門委員会より経過報告がありました。 
（2）総会議案書の作成等について 
 2020 年度総会議案書作成の担当者、原稿提出
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期限、監査の実施、キャスティングとタイムス

ケジュールの確認、予算案の確認、を行いまし

た。なお、新型コロナウイルス感染症の拡大の

見通しが不透明な状況を鑑み、総会の開催につ

いては、4 月 8 日開催の 2020 年度第 1回理事会

で再度審議することにしました。 
 会員の 2020 年度会費納入のお願いは、本紙郵

送資料に同封しています。また、総会の案内に

ついては、4 月 8 日の理事会において対応を決

定した上で別途送付いたします。 
（3）かわごえ環境フォーラムについて 
 参加希望者から「かわごえ環境活動報告集」

の電子化を要望する意見があったことが報告さ

れました。報告書を電子化する場合、投稿者の

承諾が必要であるため、次回の応募要項にホー

ムページ等で公開する旨を追記することとしま

した。 
（4）事業運営委員会 
 新型コロナウイルス感染症対策、2020 年度全

体事業計画の検討を行いました。全体事業は屋

外での活動がほとんどであり、実施の方向で計

画を立てることにしました。開催の有無につい

ては、開催時の社会状況を鑑みて判断すること

になります。         （小瀬博之）

社会環境部会

 2020 年 3 月の社会環境部会例会は、13 日の金

曜日に小瀬理事長も参加されて 9人が出席、福

田ビル 3階で行われました。理事会、事業運営

委員会の報告と、中止になったかわごえ環境フ

ォーラムの状況など説明しました。 
 4 月からのコラムについて、先月の会で発言

のあった「気候危機対策」と真正面から訴える

必要があるとの意見をもとに、社会環境部会の

今後の活性化の方向で議論が進められました。 
 さらに、社会環境部会の 2020 年度の活動計画

の検討資料で、4 つの柱として①地球温暖化対

策②ごみ減量とリサイクル③川や海のプラごみ

汚染対策とポイ捨てごみ④SDGs の啓発普及を

どう進めるか話し合いました。チューター制で

専任体制をとの意見も出されましたが、まず社

会環境部会の活性化、参加者増が先決との意見

など、活発な意見交換が続きました。時間切れ

で、代表の試案を回覧してとりあえず来月 8 日

の理事会に出して、4 月 10 日の次回例会で意見

交換して最終決定することにしました。 
（社会環境部会代表 武田侃蔵）

自然環境部会

 3 月例会は 13 日（金）福田ビル 3 階にて 11
名の参加で開催されました。コロナのご時世で

すのでマスクをし、席は間をあけての会議でし

た。 
1. 活動報告 
イベントは 2 月後半からの自粛対策でみな中止

になりました。 
①「（仮称）川越市森林公園」計画地定例活動 

2 月 24 日（月）21名参加 武蔵野ふれあいの森

枯損木等整理、3 月 9 日（月）参加者 18名 武

蔵野ふれあいの森林床整理 
②池辺公園定例活動 3 月 3 日（火）参加者 7

名 キツネノカミソリ株数調査 1200 株ほど 

アズマイチゲ開花数調査 30ほど 
③公園整備課との話し合い 2 月 18 日（火）15:
00～ 市役所内 環境ネット 6名 
④ 川越市の都市計画等勉強会 2月 19日（水）

13:30～15:30 南公民館和室 講師：環境政策

課 橋本氏 出席者 10名 
⑤10 年間にわたるチョウなどの調査のまとめ

ができました。「市民の力を集めた生きもの調査

結果」10名ほどの調査員がチョウ、トンボ、そ

の他の昆虫を追いかけました。27ページのカラ

ー資料です。ご覧になりたい方は環境政策課へ
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問い合わせください。 
2. 協議事項 
①2020 年度の事業計画について 自然環境部

会の目標・テーマについて話しあい、「生物多様

性保全の向上～川越の生き物を知ろう、ふれよ

う、親しもう～」とわかりやすい表現にした。

定例で取り組むのは、「（仮称）川越市森林公園」

計画地、池辺公園など。行政とのパートナーシ

ップは引き続き生き物調査を行う。できるだけ

多くの市民が関心をもつような行事を工夫する。

会員団体との連携を大切にし、共催でイベント

を行う。生き物調査については、次年度はさら

に調査種、地域を検討し、川越全体を視野に入

れて実施する予定。 
②会計担当からの報告 

（自然環境部会代表 賀登環）

予告の掲載に際して重要なおしらせ
 新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、行事開催の変更・延期・中止等が発生しています。かわ

ごえ環境ネット主催の行事等において予定の変更がある場合には、情報が入り次第本会ホームペー

ジ（https://kawagoekankyo.net）でお伝えします。会員団体等の行事についても、情報が入ればホー

ムページに掲載いたしますが、参加しようとする前に問い合わせ先にご確認ください。

【予告】かわごえ環境ネットのおしらせ・主催行事

【トピック①】春の里山 自然観察＆クリーン活動（5月 10日 日曜日開催）

 

 かわごえ環境ネットは、春夏秋冬の年に 4回
のクリーン活動をしてまいりました。2020 年度

最初の春のクリーン活動を行います。活動場所

は（仮称）川越市森林公園計画地です。 
 なお、新型コロナウイルス対策を考慮しての

実施となります。 
日時：5 月 10 日（日）9:30-12:00 
集合場所：川越南文化会館（ジョイフル）エン

トランス前 
申込：環境部環境政策課（Tel.049-224-5866）

 

【トピック②・会員向け】会費納入のお願い

 2020 年度会費の納入をお願いします。年会費

は、個人会員 1,000 円、団体会員（民間団体、

事業所、川越市）は 2,000円です。 
 5 月 22 日（金）までにゆうちょ銀行の口座に

振込をお願いいたします［口座番号 00180-2-13

880（ゆうちょ銀行以外から振り込む場合は、ゆ

うちょ銀行 〇一九支店 当座 0013880）,加入者

名：かわごえ環境ネット］。振込方法によって手

数料がかかります。
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【トピック③】「川の一斉水質調査」（6月 7日）
 毎年 6 月第 1 日曜日に「身近な水環境の全国

調査」を行っています。川越市ではかわごえ環

境ネットが「川の一斉水質調査」として主に担

当していて、今年は 6 月 7 日（日）午前に行い

ます。 
 本会では、荒川水系と新河岸川水系に分かれ

て採水と水質分析を行っています。 
 参加希望の方は、5 月 21 日（木）までにかわ

ごえ環境ネット事務局（川越市環境政策課）ま

でその旨をご連絡ください。 
 なお、新型コロナウイルスに対する社会状況

を考慮しての実施となります。試薬の配付、水

質調査の方法については、全国及び地域主催者

の対応、参加締切後の状況を見て決定し、参加

者に連絡いたします。 
 調査地点は月刊かわごえ環境ネット 2019 年

7 月号（No.153）の 6 ページをご覧ください。

本会 Web サイトでダウンロードできます。 

 
月刊かわごえ環境ネット 2019 年 7 月号（No.153） 

自然環境部会主催事業 
★「（仮称）川越市森林公園」計画地 植物調査・
保全活動（毎月第 2・第 4月曜日） 
日時：4 月 13・27 日、5 月 11・25 日（月） 
9:30-12:30 
集合：川越南文化会館（ジョイフル）（川越市今

福 1295-2） 

問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366） 
★池辺公園定例活動（毎月第 2火曜日、変更の
場合もあります） 
日時：4 月 14 日、5 月 12 日（火）9:00-12:00 
場所：池辺公園（川越市池辺 1302） 
問い合わせ：賀登（Tel.049-234-9366）

会合 
【重要】新型コロナウイルス対策を考慮して実

施します。対策の一環で会議時間の短縮を図り

ます。終了時間が前倒しになることがあります。 
◆事業運営委員会（2020年度第 1回） 
日時：4 月 8 日（水）9:00-10:00 
場所：福田ビル 3 階会議室 
＊次回は 5 月 27 日（水）9:00-10:00 同所 
◆理事会（2020年度第 1回） 
日時：4 月 8 日（水）10:00-12:00 
場所：福田ビル 3 階会議室 
●社会環境部会（2020年 4月度） 
日時：4 月 10 日（金）13:00-15:00 
場所：福田ビル 3 階会議室（川越市郭町 1-2-3） 
＊次回は 5 月 8 日（金）13:00-15:00 同所 
＊会員はどなたでも参加できます。 
●自然環境部会（2020年 4月度） 
日時：4 月 10 日（金）15:00-17:00 

場所：福田ビル 3 階会議室（川越市郭町 1-2-3） 
＊次回は 5 月 8 日（金）15:00-17:00 同所 
＊会員はどなたでも参加できます。 
◆理事会（2020年度第 2回） 
日時：4 月 22 日（水）9:00-11:00 
場所：福田ビル 3 階会議室 
＊終了後、理事候補者の打ち合わせを実施予定

（候補者に通知） 
＊次回は 5 月 27 日（水）10:00-12:00 同所 
◆設立 20 周年記念事業実行委員会出版専門委
員会（第 10回） 
日時：4 月 29 日（水）13:00-15:00 
場所：栗原造園（川越市南大塚 4-5-3） 
◆広報委員会（2020年 5月度） 
日時：5 月 7 日（木）9:00-10:00 
場所：川越市役所本庁舎 5 階フリースペース 
＊次回は 6 月 3 日（水）9:00-10:00 同所 
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【予告】会員・関係団体の主催・関連行事
福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319）
◎おいしく・楽しく農業体験 
日時：①4 月 11 日（土）9:30-12:00 ごろ 
   ②5 月 9 日（土）9:30-12:30 ごろ 
場所：明見院（今福 677）近く 
内容：農作業（B 級品のお土産付き） 
会費：クラブ員 1家族 1,000円（年間） 

予定表 
月 日 活動内容予定 
4 11 畑の片付け 
5 9 枝豆畑の片付け 
6 13 トウモロコシ畑 
7 11 

未定 
トウモロコシ畑の片づけ 
14:00 からトウモロコシ畑 

NPO法人かわごえ里山イニシアチブ 
問い合わせ：増田純一（E-mail: hatsukarinosato@googlegroups.com, Tel.070-5599-2623） 

ホームページ http://kawagoesatoyama.ciao.jp/
 当会では、生物多様性豊かな田んぼの保全を

目的に、みんなで連携して環境にやさしいお米

作りをしながら田園風景の保全や地域コミュニ

ティ作りを行っています。入会は随時受け付け

ております。hatsukarinosato@googlegroups.com
にお問い合わせください。 
◎『生きもの育む田んぼプロジェクト』2020年
度参加会員募集中! 
 無農薬によるお米作り＆地域づくりに参加し

ませんか？ 
参加費：13,000円（ただし当会での会員加入が

条件となります（年会費 2,000円、入会金 1,000
円、団体会員一口 5,000円））。 
 収穫後、無農薬米（玄米）20kg を配布予定で

す。その他イベント参加費等での会員特典があ

ります。 
申込締切：4 月 30 日（木） 
申込方法：①氏名、②住所、③電話番号、④メ

ールアドレス、⑤今年度からの新規参加か昨年

度からの継続参加か、⑥振込予定日を記載し、

メールにて hatsukarinosato@googlegroups.comへ

申込。 
 または QR コードの Web 申込フォームにて。 

 
◎稲の種まき作業 
日時：4 月 19 日（日）9:00-15:00 
場所：髙梨農園 
 育苗のための種まきを行います。米作りの第

1 歩の農作業です。会員や興味のある方のご参

加を歓迎します。 
◎ストロベリーキャンドルピクニック 
◇日時：5 月 5 日（火）もしくは 6 日（水）11:
00 ごろから 
◇場所：福田の田んぼ（CO江戸かわごえ「初雁

の里」：川越市福田 310 地先） 
持物：お弁当＆飲物 

      
Web サイト  Facebook ページ   Twitter

 
東洋大学小瀬研究室（川越キャンパスこもれびの森・里山支援隊） 

問い合わせ：小瀬博之（E-mail: hkose@toyo.jp, Tel./Fax.049-239-1532） 
こもれびの森・里山支援隊 http://www.toyo.ac.jp/social-partnership/satoyama/

【おことわり】新型コロナウイルス対策により、

当面、公開での里山林保全活動を中止させてい

ただきます。何卒ご了承ください。3 月号で予

告していた 4 月 18 日（土）、5 月 17 日（日）に

ついても非公開で実施または中止となります。 
＊Web サイト（組織概要・東洋大学「こもれび
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の森」植物図鑑ダウンロードなど）

https://www.toyo.ac.jp/social-partnership/satoyama/ 
＊Facebook ページ（最新の活動報告） 
https://www.facebook.com/komorebisatoyama 
＊Twitter（中止連絡などの緊急告知） 

https://twitter.com/toyokomorebi 

Web サイト Facebook ページ Twitter 

クリーン&ハートフル川越
問い合わせ：渡辺利衛（Tel＆Fax.049-242-4322）・武田侃蔵（Tel.090-2521-5770）

【おことわり】4 月の活動は、「新型コロナウイ

ルス予防」の会員の意見で 3 月と同じに中止し

ます。5 月は予定。

◎「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・自

転車放置」のゼッケンや「かわごえ環境ネット」

の腕章をつけて、まち美化啓発運動

①第 1火曜日・第 3金曜日
日時：5 月 5 日（火）・15 日（金）13:30-15:00
川越駅東口アトレ横歩道橋下から川越市役所まで。 
②第 2日曜日
日時：5 月 10 日（日）9:30-11:00
 本川越駅交番横から各方面に分かれて活動、

中央公民館でごみまとめ、解散。

③第 4土曜日
日時：5 月 23 日（土）13:30-15:00
 川越駅東口アトレ横歩道橋下から本川越駅ま

で。ペペ地下のごみ収集所で分別、解散。

◎川の国・新河岸川市内流域の清掃

原則として第 4 日曜日 9:00より 2 時間。参加

できる人は、担当箇所分担の割り振りのため、

実施日の 3 日前までに武田（090-2521-5770）へ
ご連絡ください。

①4 月は活動中止

②5 月 24 日（日）9:00 新河岸川中流、杉下橋横

集合。河道整備の状況観察と合わせて、両岸歩

道のごみ拾い。11:00オアシス裏でごみ分別して

解散予定。

松岡壽賀子（社会環境部会）

問い合わせ：高階南公民館（Tel.049-245-3581） 
【おことわり】4 月 16 日（木）10:00-12:00 に予

定していた環境サロンは、公民館の休館に伴い

中止させていただきます。今後の予定は未定で

す。

公益財団法人 埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部

問い合わせ：内野（Tel.049-222-1731）、当日の携帯電話連絡（Tel.090-7003-8617） 
◎伊佐沼でバードウオッチング

（毎月第 2日曜日、雨天中止）

集合：10:00伊佐沼西岸蓮見橋近くのあずまや

持ち物：筆記用具・図鑑・双眼鏡・飲み物

参加費：一般 300円、高校生以下 100円（保険

代・資料代）

①4月 12日（日）10:00-12:00
桜が咲き、沼の水も本来の量を溜めています。

コチドリ、カイブツリのラブコールが沼の水面

を渡ります。

②5月 10日（日）10:00-12:00
10 日からバードウィークです。鳥たちの子育

てをじゃましないように、沼で繁殖するカイツ

ブリ、オオヨシキリを観察します。
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小畔川の自然を考える会 
問い合わせ・申し込み：賀登環（Tel. 049-234-9366） 

◎魚類と水生昆虫の調査 
日時：4 月 19 日（日）10:00-12:00 
場所：南小畔川との合流点下流（関越道直下） 

 ウェダーや魚網はこちらで準備します。瀬や

淵がありおもしろいところです。気軽に参加く

ださい。 
 

広報委員会からのおしらせ
○かわごえ環境ネット活動関連人事異動一覧 
▽川越市 環境部 ◎環境政策課 同副課長 

橋本光司（同副主幹） 同副主幹 島村浩寛 

同同 阿曽崇史 ◎環境対策課 参事同課長事

務取扱 山崎茂 同主査 島居知季 ◎資源循

環推進課副主幹 伊藤和俊 ◎産業廃棄物指導

課副主幹 矢島利明 同同 瀬井誠之 ◎収集

管理課副主幹 溝口圭一 ◎環境施設課環境衛

生センター所長 益子良行 同資源化センター

所長 牛窪浩司 同主査 渡邊友絵 
▽環境部からの転出 ○環境政策課副課長 武

藤貴子 産業観光部農政課副課長 ○環境施設

課資源化センター所長 石井正孝 菅間学校給

食センター所長へ 
▽関係部署の異動 ○産業観光部長 近藤正広

同副部長（観光課長事務取扱）飯野英一 ○建

設部長 野口幸範 同副部長 安藤暢彦（埼玉

県）同河川課長 吉田昌弘 同副課長 高橋雄

一 ○都市計画部副部長（都市景観課長事務取

扱） 福釜周二 ○上下水道局長 桑原善行 

同副局長（下水道課長事務取扱）前島清孝 同

参事（事業計画課長事務取扱）小林武 ○教育

総務部長 長岡聡司 学校教育部長 内野博紀

市立川越高校事務長 宮下浩（前松本事務長は

教育総務部副部長教育財務課長事務取扱に） 
▽埼玉県本庁 ◎環境部環境未来局長 安藤宏

 同参事兼エネルギー環境課長 石塚智弘 同

大気環境課長 宮原正行 同資源循環推進課長

 佐々木亨 ◎県土整備部県土整備政策課政策

幹 小島茂 同建設管理課長 小高巌 
▽川越市内関係事務所 ◎西部環境管理事務所

担当部長 藤野典子 同担当課長 鹿嶋郁子 

同同 丸山聡 同同 芦澤賢一 同同 堀口将

弘 ◎川越農林振興センター所長 岡眞司 ◎

川越県土整備事務所長 新井哲也 同副所長 

小俣英一 同副所長 森隆行 同道路部長 秋

山泰輝 同担当課長 堀達也 同担当課長 岡

本好徳 同担当課長 石鍋幹男 同担当課長 

関根良 同担当課長 島田勇 〇荒川上流河川

事務所 河川環境課長 祈祷岳彦 入間川出張

所長 野原賢一 
●本紙への原稿投稿を受け付けています 
 2020 年 5 月号（No.163，5 月 1 日発行予定）

の掲載原稿は、4 月 15 日（水）締切です。原稿

と写真は電子データで編集担当共有のメーリン

グリスト（koho@ml.kawagoekankyo.net）にお送

りください。メーリングリストは事前登録が必

要です。未登録の方は事務局に問い合わせくだ

さい。メールを使用していない方は、かわごえ

環境ネット事務局（環境政策課、川越市役所本

庁舎 5 階）に提出してください。 
○おことわり 

 本紙の記事は、各著者の寄稿及び広報委員会

の編集によって構成されていますが、これらは、

組織の公式な見解を示すものではありません。

また、本紙は寄稿及び作成時点までの信頼でき

る各種情報に基づいて作成し、正確性の確保に

努めていますが、その正確性に対してかわごえ

環境ネットは責任を負いません。本紙は読者ご

自身の判断と責任で利用いただき、本紙を利用

することで生じたいかなるトラブルおよび損失、

損害に対して、かわごえ環境ネットは一切責任

を負いません。 
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イベントカレンダー（4月 5日〜6月 3日） 
 新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、行事開催の変更・延期・中止等が発生しています。かわ

ごえ環境ネット主催の行事等において予定の変更がある場合には、情報が入り次第本会ホームペー

ジでお伝えします。会員団体等の行事は主催者にご確認ください。

日 月 火 水 木 金 土 
4/5 
 

4/6 
○理事立候補

届締切（事務

局必着） 

4/7 
 

4/8 
★9:00 事業運

営委員会 
★10:00 理事会 

4/9 
 

4/10 
●13:00 社会

環境部会 
●15:00 自然

環境部会 

4/11 
◎9:30おいしく

楽しく農業体験 

4/12 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

4/13 
★9:30（仮称）川越

市森林公園計画地

植物調査・保全活動 

4/14 
★9:00 池辺公

園定例活動 

4/15 
○本紙 5 月号

投稿期限 

4/16 
 

4/17 
 

4/18 
 

4/19 
◎9:00種まき（か

わごえ里山） 
◎10:00魚類と

水生昆虫の調査 

4/20 
 

4/21 
 

4/22 
★9:00 理事会 

4/23 
 

4/24 
 

4/25 
 

4/26 
 

4/27 
★9:30（仮称）川越

市森林公園計画地

植物調査・保全活動 

4/28 
 

4/29 
昭和の日 

◆13:00設立 2
0 周年記念出

版委員会 

4/30 
◎「生きもの

育む田んぼプ

ロジェクト」

申込締切 

5/1 
 

5/2 
 

5/3 
憲法記念日 

5/4 
みどりの日 

5/5 
こどもの日 

◎11:00ストロ

ベリーキャンド

ルピクニック 
◎13:30 まち

美化啓発運動 

5/6 
振替休日 

◎11:00ストロ

ベリーキャンド

ルピクニック 

5/7 
◆9:00 広報委

員会 

5/8 
●13:00 社会

環境部会 
●15:00 自然

環境部会 

5/9 
◎9:30おいしく

楽しく農業体験 

5/10 
◎9:30 春の里

山 自然観察＆

クリーン活動 
◎9:30 まち美

化啓発運動 
◎10:00伊佐沼でバ
ードウォッチング 

5/11 
★9:30（仮称）川越

市森林公園計画地

植物調査・保全活動 

5/12 
★9:00 池辺公

園定例活動 

5/13 
 

5/14 
 

5/15 
◎13:30 まち

美化啓発運動 
○本紙 6 月号

投稿期限 

5/16 
 

5/17 
 

5/18 
 

5/19 
 

5/20 
 

5/21 
○川の一斉水質

調査申込期限 

5/22 
○会費納入期

限 

5/23 
◎13:30 まち

美化啓発運動 
5/24 
◎9:00新河岸川

市内流域清掃 

5/25 
★9:30（仮称）川越

市森林公園計画地

植物調査・保全活動 

5/26 
 

5/27 
★9:00 事業運

営委員会 
★10:00 理事会 

5/28 
 

5/29 
 

5/30 
 

5/31 
 

6/1 
 

6/2 
 

6/3 
◆9:00 広報委

員会 

★：会員内外対象の公開・出展・後援イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他 詳細は個別の記事をご覧ください 
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	MKKN162-202004-No.6-2_7_8（トピック2・本会予告・会員予告・広報委員会）
	MKKN162-202004-No.9（カレンダー）



